
　

台
湾
は
、
一
九
四
五
年
に
日
本
の
植

民
地
か
ら
、
中
華
民
国
に
よ
っ
て
接
収

さ
れ
た
「
台
湾
省
」
と
な
っ
た
。
一
九

四
九
年
に
は
中
国
国
民
党
お
よ
び
同
党

が
政
権
を
掌
握
す
る
中
華
民
国
政
府
の

台
湾
へ
の
撤
退
を
経
験
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
ゆ
え
、
台

湾
は
他
の
一
般
的
な
途
上
国
と
は
異
な

り
、
い
わ
ゆ
る
「
独
立
建
国
」
の
過
程

を
経
て
は
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
歴
史

を
背
景
に
、
戦
後
の
台
湾
に
お
け
る
硬

貨
の
発
行
は
、
国
民
党
政
権
と
分
か
ち

が
た
く
結
び
つ
く
こ
と
と
な
っ
た
。

●「
台
湾
」
コ
イ
ン
の
出
現

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
台
湾
で
初
め

て
硬
貨
が
発
行
さ
れ
た
の
は
一
九
四
九

年
一
二
月
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
発

行
さ
れ
た
の
は
、
五
角
と
一
角
の
硬
貨

で
あ
り
、
そ
の
発
行
の
目
的
は
、
悪
性

イ
ン
フ
レ
に
よ
っ
て
暴
落
し
た
貨
幣
の

価
値
の
立
て
直
し
に
あ
っ
た
。
そ
の
た

め
こ
れ
ら
の
硬
貨
は
米
ド
ル
と
の
兌
換

が
保
証
さ
れ
た
だ
け
で
は
な
く
、
比
較

的
高
価
な
銀
と
銅
を
用
い
て
鋳
造
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
（
写
真
1
）。

　

当
時
、
台
北
へ
の
首
都
移
転
の
準
備

を
進
め
て
い
た
国
民
党
政
府
は
、
こ
の

戦
後
台
湾
初
の
コ
イ
ン
の
デ
ザ
イ
ン
と

し
て
、
一
方
の
面
に
中
華
民
国
の
国

父
・
孫
文
の
肖
像
を
、
も
う
一
方
の
面

に
台
湾
と
澎
湖
島
―
す
な
わ
ち
台
湾
省

―
の
地
図
を
刻
ん
だ
。
こ
の
デ
ザ
イ
ン

は
、
一
九
五
〇
年
五
月
に
発
行
さ
れ
た

二
角
（
ア
ル
ミ
製
）
で
も
用
い
ら
れ
た
。

●「
台
湾
省
」
か
ら
蒋
介
石
へ

　

一
九
六
〇
年
代
以
降
、
国
民
党
政
府

は
、
中
華
民
国
が
全
中
国
を
代
表
す
る

正
統
な
政
権
で
あ
る
と
い
う
政
治
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
を
維
持
し
つ
つ
、
台
湾
に
お

け
る
統
治
を
強
化
し
て
い
っ
た
。
そ
の

な
か
で
、
コ
イ
ン
の
デ
ザ
イ
ン
に
お
け

る
「
台
湾
的
要
素
」
は
次
第
に
消
さ
れ

て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、

一
九
六
二
年
発
行
の
一
元
（
＊
硬
貨
上

の
表
記
は
「
圓
」、
以
下
同
じ
）
硬
貨

の
デ
ザ
イ
ン
で
は
、
も
は
や
台
湾
的
な

デ
ザ
イ
ン
要
素
は
用
い
ら
れ
ず
、
代

わ
っ
て
「
党
国
」「
中
国
」
と
密
接
な

関
わ
り
を
持
つ
梅
の
花
、
胡
蝶
蘭
の
デ

ザ
イ
ン
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
一
九
六
七
年
に
は
、
五
角
（
銅
・

亜
鉛
・
ニ
ッ
ケ
ル
合
金
）、
一
角
（
ア

ル
ミ
・
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金
）
の
デ
ザ

イ
ン
が
、
宋
美
齢
と
関
わ
り
を
持
つ

「
美
玲
蘭
」
の
デ
ザ
イ
ン
に
改
め
ら
れ

た
。
一
九
七
〇
年
に
五
元
が
発
行
さ
れ

た
際
に
は
、
初
め
て
蒋
介
石
の
肖
像
が

用
い
ら
れ
た
。
以
後
、
こ
れ
が
今
日
に

至
る
ま
で
の
各
種
硬
貨
の
デ
ザ
イ
ン
の

主
流
と
な
っ
て
い
る
（
写
真
2
）。

　

一
九
九
〇
年
代
以
降
、
台
湾
で
民
主

化
が
進
み
、
総
統
の
直
接
選
挙
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
コ
イ
ン
の
デ
ザ

イ
ン
に
も
新
た
な
側
面
が
現
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
蒋
介
石
の
肖
像
は
依
然
と

し
て
一
元
、
五
元
、
一
〇
元
コ
イ
ン
に

用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
民
主
化
・
本
土

化
と
と
も
に
台
湾
の
国
家
と
し
て
の
性

格
が
変
化
し
て
い
く
な
か
で
、
コ
イ
ン

の
デ
ザ
イ
ン
に
は
蒋
介
石
以
外
の
要
素

も
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
っ
た
。
例
え
ば
一
九
九
二
年
に
初
め

て
五
〇
元
コ
イ
ン
を
発
行
し
た
際
に

は
、
梅
の
花
の
デ
ザ
イ
ン
が
採
用
さ
れ

た
。
一
九
九
六
年
、
二
〇
〇
二
年
の
改

版
時
に
は
、
総
統
府
の
建
物
と
孫
文
の

肖
像
が
そ
れ
ぞ
れ
用
い
ら
れ
た
。
ま
た

二
〇
〇
一
年
に
発
行
さ
れ
た
二
〇
元
硬

貨
で
は
、
台
湾
の
先
住
民
族
に
関
わ
り

の
あ
る
デ
ザ
イ
ン
が
用
い
ら
れ
た
（
写

真
3
）。

●
硬
貨
製
造
技
術
の
停
滞
と
革
新

　

台
湾
の
コ
イ
ン
は
、
機
械
鋳
造
、
縁
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（筆者所蔵）

写真2　1970年
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部
分
の
研
磨
技
術
と
い
っ
た
製
造
技
術

の
面
か
ら
み
れ
ば
、
第
二
次
大
戦
後
、

さ
ほ
ど
進
歩
を
遂
げ
て
い
な
い
。
合
金

の
成
分
と
い
っ
た
面
で
若
干
の
変
化
が

み
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。
一
九
八
八
年

に
よ
う
や
く
縁
部
の
偽
造
対
策
技
術
が

開
始
さ
れ
、
一
九
九
二
年
発
行
の
五
〇

元
コ
イ
ン
か
ら
用
い
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
二
〇
〇
一
年
か
ら
は
、
偽
造

対
策
の
さ
ら
な
る
強
化
策
と
し
て
、
隠

し
文
字
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

以
後
多
く
の
硬
貨
で
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
戦
後
の
台
湾
の
流
通
硬

貨
で
は
一
貫
し
て
単
一
色
が
用
い
ら
れ

て
き
た
が
、
一
九
九
六
年
に
金
と
銀
の

二
色
を
用
い
た
五
〇
元
コ
イ
ン
が
発
行

さ
れ
た
。
二
〇
〇
一
年
発
行
の
二
〇
元

硬
貨
も
同
様
に
金
銀
二
色
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
人
々
の
硬
貨
の
使
用
習
慣
と
な

じ
ま
ず
、
広
く
流
通
す
る
に
は
至
ら
な

か
っ
た
。
そ
の
後
、
五
〇
元
硬
貨
で

は
、
再
び
単
一
色
が
用
い
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

●�

材
質
と
サ
イ
ズ
の
変
化

　

戦
後
の
台
湾
で
流
通
し
て
き
た
コ
イ

ン
の
寿
命
は
、
い
ず
れ
も
決
し
て
長
い

も
の
で
は
な
か
っ
た
。
一
九
五
〇
年
代

初
期
に
は
、
イ
ン
フ
レ
の
進
行
に
よ
り

コ
イ
ン
を
軽
金
属
で
鋳
造
せ
ね
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
前
述
の
二
角
硬
貨
は
ア
ル

ミ
を
用
い
て
い
た
し
、
一
九
五
四
年
に

は
五
角
銀
貨
が
銅
ア
ル
ミ
・
ニ
ッ
ケ
ル

合
金
に
、
ま
た
一
九
五
五
年
に
は
そ
れ

ま
で
銅
合
金
で
鋳
造
し
て
い
た
一
角
も

ア
ル
ミ
・
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金
に
改
め

ら
れ
た
。

　

硬
貨
と
同
額
面
の
少
額
紙
幣
も
依
然

と
し
て
流
通
し
て
い
た
た
め
、
コ
イ
ン

の
使
用
機
会
は
著
し
く
狭
め
ら
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
コ
イ
ン
は
「
角
」
を
主

な
単
位
と
し
て
い
た
が
、
一
九
六
〇
年

代
に
な
る
と
イ
ン
フ
レ
の
影
響
を
受
け

て
、
一
元
硬
貨
（
一
九
六
二
年
）、
五

元
硬
貨
（
一
九
七
〇
年
）
が
発
行
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
前
述
の
銅
ア
ル

ミ
・
ニ
ッ
ケ
ル
合
金
の
五
角
硬
貨
と
ア

ル
ミ
・
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金
の
一
角
硬

貨
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
九
七
三
年
、
一
九

七
四
年
に
鋳
造
停
止
と
な
っ
た
。

　

イ
ン
フ
レ
の
影
響
は
コ
イ
ン
の
大
き

さ
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
一
九
八
一

年
に
は
五
角
硬
貨
が
従
来
の
二
三
ミ
リ

か
ら
一
八
ミ
リ
へ
と
小
型
化
さ
れ
、
材

質
も
従
来
の
銅
・
亜
鉛
・
ニ
ッ
ケ
ル
か

ら
銅
・
亜
鉛
・
錫
へ
と
改
め
ら
れ
た
。

ま
た
こ
の
新
し
い
五
角
硬
貨
も
一
九
八

八
年
に
は
鋳
造
停
止
と
な
っ
た
。
従
来

の
一
元
硬
貨
も
一
九
八
一
年
に
改
版
さ

れ
、
そ
れ
ま
で
の
二
五
ミ
リ
サ
イ
ズ
か

ら
二
〇
ミ
リ
へ
と
小
型
化
さ
れ
、
材
料

も
従
来
の
銅
ニ
ッ
ケ
ル
亜
鉛
か
ら
銅

ニ
ッ
ケ
ル
ア
ル
ミ
へ
と
変
更
さ
れ
た
。

前
述
し
た
五
元
硬
貨
も
一
九
八
一
年
に

改
版
さ
れ
、
材
料
（
銅
ニ
ッ
ケ
ル
）
に

変
わ
り
は
な
い
も
の
の
、
大
き
さ
は
従

来
の
二
九
ミ
リ
か
ら
二
二
ミ
リ
に
改
め

ら
れ
た
。

　

イ
ン
フ
レ
の
も
う
ひ
と
つ
の
帰
結
と

し
て
、
コ
イ
ン
の
額
面
も
徐
々
に
高
額

化
し
た
。
時
代
と
と
も
に
紙
幣
の
額
面

が
高
額
化
し
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
補

助
貨
幣
で
あ
る
コ
イ
ン
の
額
面
も
上

が
っ
て
い
っ
た
。
前
述
し
た
一
九
六
〇

年
発
行
の
一
元
硬
貨
と
一
九
七
〇
年
発

行
の
五
元
硬
貨
は
、
い
ず
れ
も
一
九
八

一
年
以
後
、
同
額
の
紙
幣
を
代
替
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
一
九
八
一
年
に
は
は

じ
め
て
一
〇
元
硬
貨
が
発
行
さ
れ
、
一

九
九
二
年
に
は
五
〇
元
硬
貨
が
発
行
さ

れ
た
。

●
多
元
化
す
る
社
会
と
硬
貨

　

右
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
こ
の
二

〇
年
の
間
に
、
台
湾
の
硬
貨
発
行
は
新

し
い
方
向
へ
と
向
か
い
始
め
て
い
る
。

一
方
で
、
新
た
な
高
額
コ
イ
ン
が
次
々

と
発
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
新
し
い

デ
ザ
イ
ン
を
世
に
送
り
出
す
こ
と
が
可

能
に
な
っ
た
。
他
方
で
、
一
九
九
〇
年

代
以
降
、
記
念
硬
貨
が
発
行
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
コ
イ
ン
に
新
し

い
題
材
が
出
現
し
た
。
こ
の
二
つ
の
変

化
は
と
も
に
、
コ
イ
ン
の
脱
・
蒋
介
石

化
を
後
押
し
す
る
作
用
を
持
っ
た
。
ま

た
、
記
念
硬
貨
の
発
行
は
、
人
々
の
コ

イ
ン
収
集
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
と

な
り
、
電
子
マ
ネ
ー
の
出
現
に
よ
っ
て

圧
迫
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
造
幣
工
場

の
経
営
状
況
の
改
善
に
も
、
部
分
的
な

が
ら
貢
献
し
て
い
る
。

　

台
湾
社
会
の
民
主
化
が
さ
ら
に
進
む

と
と
も
に
、
コ
イ
ン
の
デ
ザ
イ
ン
に
は

さ
ら
に
新
た
な
要
素
が
加
わ
る
こ
と
だ

ろ
う
。
こ
れ
は
、
戦
後
長
ら
く
国
民
党

の
「
党
国
体
制
」
の
も
と
に
置
か
れ
て

き
た
台
湾
の
コ
イ
ン
の
歴
史
を
大
き
く

書
き
換
え
て
い
く
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。
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